























わが国では，2004 年秋，社会教育活動に携わる NPO 法人が京都で科学カフェを開始し



















 サイエンスカフェがわが国で広く知られるきっかけとなったのは，2004 年 6 月に発表さ












同年 10 月には，京都で市民を主体とした教育・研究活動を進めてきた NPO 法人「日曜
大学」（NPO 法人「スタディ･ユニオン」傘下の NPO の一つ）が，京都の「ひと・まち交
流館」でわが国初めてのサイエンスカフェを開催する1． 
そして，年があけた 2005 年 3 月から 4 月にかけて，武田計測先端知財団や NPO 法人「く




月の科学技術週間中（4 月 18 日～24 日）に，東京の丸の内ビルディング（通称丸ビル）の
カフェで 3 回のサイエンスカフェを開催したほか（共催：日本科学未来館），5 月には NPO
法人「サイエンスステーション」が東京大学五月祭の企画として実施する．そのようなか
たちで，NPO 法人を中心に，財団や任意団体，個人，省庁の主催のもと，サイエンスカフ
ェが急速に広がりをみせはじめたのが 2005 年の春であった． 
 また，地方自治体では，6 月に茨城県がサイエンスカフェを開始する．研究学園都市や原
子力施設を抱える茨城県は，県民に対して科学技術に親しむ機会を提供するとともに，科


























































































































































































1997 年 7 月，パリでフランス物理学会の年会が開催された．前年から開催されていた放













ていた彼らは，1997 年 6 月，「科学と社会」というテーマで公開討論会を開催する．その
開催の経験を踏まえ，研究者と市民とのあいだの恒常的な対話の場を創出しようとの思い
のもとに同年 10 月に生まれたのが，サイエンスカフェだった7． 
 
3.2. サイエンスカフェのスタイル 








 英国では，通常，一人のゲストが招かれ，特定のトピックをめぐって 20 分程度の話題提
供が行われる．そして，ドリンクの注文などのための休憩時間をはさんで，ゲストと参加










である（産業技術総合研究所技術と社会研究センター 2004, 13）． 
 
3.2.2. フランスにおけるサイエンスカフェのスタイル 
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